
令
和
８
年
度
予
算　

主
要
事
業
①

いつまでも幸せに暮らせるまちづくり

にぎわいのあるまちづくり

■沼田版ＣＣＲＣ構想策定事業【新規】　6,369 千円

■外科医師派遣事業【新規】　4,800 千円

■こども誰でも通園制度事業【新規】　384 千円

■沼田町駅未来協議会補助事業
　　　　　　　【新規】　1,800 千円

■教育旅行受入協議会補助金【新規】　300 千円

■観光情報プラザ改修工事【新規】

　医療、介護を中心として将来にわたり持続可能なまちづくりの指針となる、全世代が
活躍できるための実践的な地域包括ケアの基本構想を策定します。

　町立沼田厚生クリニックの外科医師が令和 7 年度をもって退職となることから、外科
系医師の確保のため他病院へ派遣を依頼し町民の安心・安全な医療体制の整備を図りま
す。

　「こども誰でも通園制度」は、認定こども園等に通っていないお子さんを対象に、保
護者の就労条件を問わずこども園に通園することができる新しい制度です。

　ＪＲ留萌本線の全線廃止後、「交通空白
地」となることを避け、イベントの開催な
どにより廃線となった後も中心市街地であ
る駅周辺の賑わいを継続させていくととも
に、駅をまちづくりの「新たなにぎわいの
拠点」と位置づけ、町内外からヒト・モノ・
カネ、情報などを引き寄せる戦略的な空間
に向けて協議していきます。

　北海道内を中心に小学校、中学校、高校、スポーツチーム等における課外学習及び宿
泊を伴う研修プラン調整のサポートを行い沼田町における教育旅行受入の質の向上を目
指すとともに、まずは来てもらい、利用してもらうための環境づくりを図ります。

　多くの観光客が利用する観光情報プラザの給排水設備の改修やクーリングスポットと
して空調を整備し利用環境の向上を図ります。
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■沼田町夜高あんどん祭り５０回記念事業【新規】　20,000 千円
　富山県小矢部市より伝承を受け、昭和５２年に第１回沼田町夜高あんどん祭りが開催
されて以来、令和８年をもって５０回目を迎えることから、節目を祝う事業を実施する
ため、夜高あんどん実行委員会へ補助金を交付します。

■観光協会補助金【新規】　2,680 千円

■雪中米誕生３０年記念事業【新規】　600 千円

■ペット共生住宅整備事業【新規】　3,841 千円

■まちづくり支援人材派遣事業【新規】　7,100 千円

■米食味分析計購入事業【新規】
　　　　　　　　　　23,650 千円

■水利施設等保全高度化事業【新規】
　　　　　　　　　　　3,900 千円

■沼田版シリコンバレー LAB 構想の推進に向けた各種検討・協議【新規】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,100 千円

　観光協会において、各種催事・イベント等に参加し、観光ＰＲ・特産品ＰＲを実施す
るための費用を補助します。
　また、令和８年３月をもってＪＲ留萌本線が廃線となることから、廃止となるＪＲ石
狩沼田駅舎を観光協会の拠点施設として整備するための経費を補助します。

　雪中米の誕生とともに雪利用の取組み開始から３０年を迎えることから、雪中米及び
利雪に関する記念事業を実施し、雪中米ブランドの向上と「雪と共生するまちづくり」
の推進を図ります。

　多様化する移住ニーズに応えるため、要望の多い「ペットと暮らせる住まい」の整備
を進めます。北海学園大学のセルフリノベーション事業と連携し、既存の公営住宅２戸
を改修いたします。

　沼田町の地域産品の販路開拓及び拡大の取組を強化するために民間事業者から専門的
な知見を有する人材の招聘をし、沼田町の経済活性化を図ります。

　米穀低温貯留乾燥調整貯蔵施設で使用し
ている米食味分析計は、平成 19 年度に導
入し稼働から 19 年を経過し老朽化してい
る状況にあるため機器更新による能力の向
上を図ります。

　共成揚水機場において令和６年に機器が
故障し用水供給が不能となる事態が発生し
たことから、用水の安定供給機能を強化す
るため整備事業の実施を計画しており、機
能診断経費をガイドラインに基づき負担し
ます。

　民間の専門人材を招聘し、構想の具体化や推進計画等の策定に向けた各種検討・協議
を行います。
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希望を育むまちづくり

■ NUMATA TOMATO TOWN　構想推進事業【新規】
≪事業内容≫
・加工用トマトおてつ旅導入事業　470 千円
　加工用トマトの収穫時期は稲刈りの時期と同じ頃であり、慢性的な人手不足が大きな
課題となっている事から、おてつ旅事業を活用し課題の解消を図り、加工用トマト原料
確保、関係人口創出拡大、加工用トマト魅力発信を図ります。

・加工用トマト栽培支援事業　600 千円
　町民皆さんの家庭菜園でたくさんの加工用トマトを栽培いただくため、畑づくり（床
づくり）の支援、栽培技術の指導を行い、加工用トマトの栽培に取り組みやすい環境を
整え、家庭菜園事業参加者増加を図り、加工用トマト生産量日本一のまちを町民皆さん
と一緒に目指します。

・加工用トマト資材支援事業　450 千円
　近年の高温・干ばつ傾向、尻腐れ果多発により加工用トマトの収量が不安定となって
いる事から多発する尻ぐされ果の予防対策として灌水を実施する生産者に対し、灌水
チューブの購入に必要な経費の一部の助成・栽培技術指導を行い収量増加を目指します。

・加工用トマト機械導入事業　26,000 千円
　加工用トマト栽培は温暖化・高齢化により収穫作業が大きな負担となっており、現在
収穫は手収穫作業が主体になっておりますが、今後面積を拡大し収量増加を図るために
は大規模な圃場での栽培が必要となる事から、収穫機械・搬送機械の導入を支援し、栽
培面積の拡大・収量増加を目指します。

■ぬまたみらいわくわくアリーナプロジェクト基本構想策定事業【新規】　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,150 千円

■沼田町部活動地域展開推進事業【新規】　4,924 千円

　老朽化した町民体育館の更新にあたり、単に体育館としての機能のみでなく、子ども
たちから大人まで多くの町民が集い世代を超えた交流が生まれる場、また、災害時には
避難所としても活用できる複合型体育施設についての意見集約や必要な情報を整理し、
基本構想、計画の策定を進めます。

　国の部活動地域展開方針を受け、沼田町を含む北空知１市５町での取組を推進するた
め、部活動指導員の設置や、スポーツ指導者の資格取得補助、他市町と合同で行ってい
る部活動場所までの送迎等を実施します。
・部活動指導員報酬　　　　　　　　　　　　　2,302 千円
・部活動指導員費用弁償　　　　　　　　　　　　417 千円
・部活動送迎委託料　　　　　　　　　　　　　1,068 千円
・公認スポーツ指導者資格取得補助金　　　　　　400 千円
・バス運行経費　　　　　　　　　　　　　　　　535 千円
・沼田町部活動地域移行推進協議会　委員報酬　　173 千円
・沼田町部活動地域移行推進協議会　費用弁償　　  29 千円
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■卓球留学準備事業【新規】

■みんなで創る「ぬまたゼロカーボン」事業【新規】　1,108 千円

■安心センター空調設備整備事業【新規】　12,000 千円

■バス転換事業【新規】　198,459 千円

　年齢や体格、性別などに関係なく、いくつになっても続けられる生涯スポーツ「卓球」
は、実績のあるクラブを招聘できれば小さな町でも一流の選手を育成できます。人間力
を育てる「卓球留学」に向け、受入れ体制の検討・準備を行います。

　ゼロカーボンシティ実現のため、町民一人ひとりが主役となり、家庭ごみの分別や光
熱水費の削減への理解を深める取り組みを行い、町民生活に無理なく、環境にも暮らし
にも優しいまちづくりに取り組みます。

　夏の暑い時期に利用する方が快適に利用していただき、また町民等が危険な暑さを避
けるための避難できるクーリングスポットとしての役割を果たせるよう冷房施設をなか
みちカフェ周辺に設備いたします。

　ＪＲ留萌本線廃止後においても、地域住民の通学・通院や日常生活に必要な移動手段
を確保するためのバスの運行を実施し、持続可能な公共交通の確保を図ります。
≪事業概要≫
・利用実態を踏まえた効率的なダイヤの編成
・既存バス事業者等への運行委託や運行補助

■交通事故死ゼロ５，０００日達成事業【新規】　563 千円

■防犯カメラ設置事業【新規】　3,800 千円

■ヒグマ対策事業【新規】　4,185 千円

■災害用ドローン購入事業【新規】　5,800 千円

　交通事故死ゼロ５０００日達成という長期的な交通安全の成果を町民と共有するた
め、達成記念大会を開催し、今後の交通安全意識の一層の向上を図ります。

　犯罪の未然防止や事故・トラブル発生時の早期解決を目的に、防犯カメラを増設し、
町民の安全・安心な生活環境を確保していきます。
・防犯カメラ設置　９台

　近年、人の生活圏にクマが出没し、町民の安全・安心を脅かす深刻な事態となってい
ることを踏まえ、緊急銃猟等の捕獲体制を強化し町民の暮らしを守る体制を整備します。

　自然災害、火災現場等の多種多様な災害に備えるために、災害用ドローンを導入し、
災害情報収集、人命救助を行い沼田町の防災力を強化します。

安心・安全に暮らせるまちづくり
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■除雪任意団体等組織設立検討事業【新規】

■自治振興協議会『害虫対策プログラム事業』　150 千円

　これまでの除雪状況の共有と持続可能な除雪体制の構築に必要な取り組みなど、事業
者との意見交換により、民間主体による任意団体等組織の設立や支援制度の構築をサ
ポートします。

　近年多発しているマイマイガなどの害虫駆除を支援するため、自治振興協議会におい
て害虫駆除用の噴霧器及び薬剤を購入し、希望する自治会や個人へ貸し出します。

町民とともに作るまちづくり

■沼田町を応援する沼田ファン交流イベント事業【新規】　4,389 千円

■電話音声録音装置導入事業【新規】　2,269 千円

　ふるさと沼田町の振興発展・認知度向上を目的に「（仮称）ＮＵＭＡＴＡファンクラブ」
を設立し、ファン（関係人口）の増加や、ふるさと納税に繋げるため、町出身者（東京
沼田会会員など）やふるさと納税をしていただいた方を対象に、「沼田町を応援する沼
田ファン交流イベント」を実施します。

　役場庁舎の電話に、発信者に対する録音ガイダンス通知機能と通話の録音機能を追加
し、電話受付の効率化とカスタマーハラスメント対策に繋げます。

その他

■防災のしおり（ハザードマップ）更新事業【新規】　1,237 千円
　現在、各ご家庭にお配りしている「防災のしおり（ハザードマップ）」は、令和２年
度に更新したものであり、その後の改正に対応し、日頃から防災への意識付けと災害発
生時に適切な行動をとれるよう情報提供に努めます。
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